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令和５年度 定期監査結果報告（第３号） 

    

１ 監査の種類 

定期監査(地方自治法第 199 条第４項) 

 

２ 監査の対象 

三川、山名及び浅羽西コミュニティセンターにおける令和５年 11 月末日現在の事務事

業の執行状況、現金の取扱状況及び備品の管理状況を対象とした。 

 

３ 監査の着眼点         

コミュニティセンターの財務に関する事務の執行が適正かつ効率的に行われているか

を主眼として、合規性・有効性の観点から最少の経費で最大の効果が挙げられているか、

また、事業の運営管理が合理的かつ効率的に行われているかを着眼点とした。 

 

４ 監査の主な実施内容 

袋井市監査基準に準拠し、提出された監査資料及び関係帳票を確認するとともに、各

コミュニティセンターにおいて、関係職員から事務事業の執行状況を聴取し、適正かつ

効率的に執行されているかを監査した。 

 

５ 監査の実施場所及び実施日 

監査対象施設 実施日 実施場所 

山名コミュニティセンター 

三川コミュニティセンター 

浅羽西コミュニティセンター 

令和６年２月６日  監査対象施設 

※ 監査対象施設は、定期監査実施順で記載している。 

 

６ 監査の結果 

監査の対象となった事務事業の執行状況は、概ね適正に執行されているものと認めら

れたが､次に述べる所見に留意して、適正な事務事業の執行に努められたい。 

なお、監査の際に見受けられた軽微な事項については、その都度、関係職員及び所管

課に改善又は検討を指導したので記述を省略した。 
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７ 監査所見            

各コミュニティセンター及び所管課に対する監査の所見は次のとおりである。  

（１）コミュニティセンターへの所見       

ア 地域ごとの特色ある活動への取り組みについて 

監査対象のコミュニティセンターでは、まちづくり協議会と連携し、災害時避

難支援隊の研修、地域の小学校150周年記念に合わせた啓発・伝統継承事業、地域

活性化の花火等を行っている。この他、ひな祭りイベントなど、コミュニティセ

ンターの活性化やオリジナリティを創出するための活動をされている。 

今後も、各コミュニティセンターで、まちづくり協議会と連携・協力し、特色

ある地域づくりを行われたい。 

イ 備品等の管理について 

各施設における備品の管理は、整理、整頓、清掃、清潔が行き届いており、利用

しやすい状態であった。 

一部の備品等の放置があり、必要なものか確認し、所管課に助言を求める等によ

り、適正な管理又は処分に努められたい。 

  ウ 地域ボランティアの安全確保等について 

地域ボランティアによる施設敷地などの草刈りや樹木剪定作業については、刈払

機などの使用機器の取扱説明書の遵守や保護具の装着など安全確保を呼び掛けると

ともに、休憩、保険の対応、燃料費等の費用弁償等にも配慮されたい。 

 

（２）協働まちづくり課への所見 

  ア 適正な備品の管理について 

各コミュニティセンターの備品台帳や使用、保管、修繕及び廃棄等の管理状況を

再確認し、備品の適正管理に努めるよう指示されたい。 

  イ 防犯カメラについて 

各コミュニティセンターに設置されている防犯カメラについては、被写体とな

る不特定多数の個人のプライバシー に配慮することが必要なため、所管課により

設置運用基準を作成し、各コミュニティセンターへ指導されたい。 


